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東京モーターショー 2 0 0 3 レ ポ ート

Photo : Tamura Masahiro 

10月25日から11月5日まで、千葉県幕張

メッセで行われた東京モーターショー2003

は、2年に1度開かれる世界的にも有名

な大規模自動車・二輪車展示会だ。世界

中の自動車メーカーが自慢のコンセプトカ

ーを持ち寄り、自社の技術力と将来性を

競い合う場として多くの関係者やクルママ

ニアを集めている。しかし紹介されるのは、

自動車技術だけではない。クルマでの生

活をより快適にするためのネットワーク技

術なども多く展示されるのだ。ここでは、東

京モーターショー2003で登場したネットワ

ーク技術を取り上げ、レポートする。

通信カーナビなどの登場で
クルマには“当たり前”となった IT 技術

前回、つまり一昨年に開催された東京

モーターショー2001はIT色の強い展示会

となっていた。たとえば、トヨタが“育てる

クルマ”として発表したコンセプトカー

「Pod」は、運転手のクセや感情などを察

知し、それを情報として蓄積してクルマの

電子制御などに活かすといった特徴をも

っていた。対して、今回の東京モーターシ

ョー2003は、一見するとIT色が薄くなっ

ている。IT技術を満載したコンセプトカー

はほとんど姿を消し、逆に目立ったのは燃

料電池や低排ガス技術など、エコの部分

での技術を前面に押し出すコンセプトカ

ーや、“走り”を追求したスポーツカーだ。

なぜ、このようにIT技術はクルマの世界

から姿を消してしまったのだろうか。これ

はクルマにとってIT技術、中でもネットワ

ーク技術が“当たり前”の装備となり、わ

ざわざ“客引き”のために前面に出す必

要がなくなってしまったことが大きな原因

となっているのではないだろうか。実際に、

今回のモーターショーは“ITでなんでもで

きる”というコンセプトカーよりも、より実

用的ですでにサービスインしているネット

ワーク技術の展示が多かったのも注目す

べき特徴となっていた。

東京モーターショー2001が行われてか

ら今日まで、トヨタ、日産、ホンダという3

大メーカーは、ネットワークにつながるカ

ーナビゲーションシステムを標準装備する

車種を実際に市場に投入している。つま

り、「ネットワークにつながる」という技術

はすでに出そろっているのだ。東京モー

ターショー2003では、この出そろった技術

によってクルマとネットワークの連携は物

珍しさだけにとどまらず、その技術の上で

なにをするかという次のステップに入って

いると感じさせる展示も多く見られた。こ

こからは、この単なるITコンセプトカーか

ら、実用的なネットワークカーへとクルマ

を進化させた技術に注目して、東京モータ

ーショー2003を見て回ることにしよう。

O v e r v i e w

環境との共存をそのまま表したようなデザインとなってい
るスズキの燃料電池自動車「Mobile Terrace」。動く
「オープンテラス」がコンセプトだ。

マツダのコンセプトカー「息吹」。名車RX-8譲りのスーパ
ーフロントミッドシップ構造で、コーナリング時のヨー慣性
モーメントの低減を図っている。

単なるハイテクカーからコミュニケーションカーへ進化

ネットワーク技術でクルマの中は
オープンな空間になる
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１人乗りでも1 0 0 人以上乗り! ?
パーソナルコミュニケーターに進化したトヨタの「PM」

今回、ネットワーク機能を重視したコン

セプトカーを出展していたのがトヨタだ。同

社は「であう。つながる。あつまる。」をコン

セプトに、１人乗りのクルマ「PM」を紹介。

注目を集めていたのはその奇妙なスタイル

だけでなく、車間通信機能を備えることで

パソコンのメッセンジャーを使うような感覚

で、ほかのPMの運転手とコミュニケーショ

ンがとれるという特徴だ。ほかにも、誰か

のPMがネットワーク上に残した「おいしい

ラーメン屋さんに行ってきた」などの情報を、

そのラーメン屋までの道順やお店情報を含

めて、PMユーザー同士が共有できるとい

う特徴も備えている。さらに、PM同士で自

分の走行情報や車間情報を共有すること

で、先頭のPMの運転手だ

けが運転すれば、ほかのPM

が自動で走れる「自動追尾

機能」などの特徴も備えてい

る。１人乗りではあるが、コミ

ュニケーション機能を充実さ

せることで、大勢の人数で

“つながって”ドライブできる

という、コミュニティーを作り

出すようなクルマになってい

るのだ。

まだコンセプト段階という

ことで、どのような通信方式

を採用するかなどは未定と

のことだったが、2005年の

愛知万博にはこのコンセプ

トをさらに進化させたクルマ

「i-Unit」が登場する予定だ。

このPMの通信機器になる可能性の高

いのが、写真左のG-BOOKにも搭載され

ているデータ通信ユニット「DCM」だ。G-

BOOKとはトヨタが提供する車載情報端

末向けサービスで、対応する端末は

CDMA2000 1x方式のDCMを内蔵して

いる。このDCMで地図情報などをダウン

ロードしてカーナビに反映させたり、SDメ

モリーカード経由で音楽コンテンツなどを

入手したりできるような機能をもっている。

ただし、現在のCDMA2000 1xベースの

DCM（最大速度144kbps）では、PMが行

うようなコミュニケーション機能や、今後

のクルマでの映像コンテンツ受信などは

難しくなってくる。そこでこの通信方式の

進化が模索されている。

P e r s o n a l i z e

大きなバージョンアップはなかったものの、トヨタの最新型
通信カーナビとして注目を集めていたG-BOOK。

トヨタのコンセプトカーPM。クルマ同士がピアツーピアで通信できる。「であ
う。つながる。あつまる。」がコンセプト。

通常はこの形 高速走行時は変形！

東京モーターショー2003では、クルマの

ほかにも、入場者へのチケット配布や情報

提供の面で、注目すべき技術が実際に稼働

していた。

まずは、会場の横に置かれた「デジゲー

ト」。これはぴあが運営するオンラインチケ

ット発券サービス「＠チケットぴあ」の新サ

ービスで使われるものだ。東京モーターシ

ョーのチケットをオンラインで購入したユー

ザーは、チケット情報を携帯電話かぴあか

ら提供されるICカードにダウンロードし、

それを「デジゲート」にかざすだけで入場で

きる。担当者によると、1日30人程度が利

用しているとのことだ。

もう1つ注目だったのが、凸版が提供し

ていた情報配信サービス「Motor Info

Gate」だ。これは凸版が提供しているICタ

グと携帯電話を連動させたサービスで、ユ

ーザーはICタグに書かれた番号を携帯電

話のメール本文に記述し、指定メールアド

レスに送信するだけで登録完了となる。登

録がすめば、後はICタグを各所に設置され

たリーダーにかざすだけで、リーダーがIC

タグの情報を読みとり、その場にちなんだ

情報がメールで登録された携帯電話に送信

されるという仕組みだ。

デジゲートとICタグがフル稼働
イベント用IT技術もクルマのIT技術に負けていない

ぴあのオンラインチケットサービスをさらに進化させ
た「デジゲート」

「Motor Info Gate」では、ICタグをリーダーにかざすと、
リーダーがタグの番号を読み込んで登録したメール
アドレスに情報が送られる。
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最大 2 . 4M b p s では不十分
携帯電話をインフラとしたメリットとデメリット

今回、クルマ用の新しい通信方式とし

て注目されていたのが最高通信速度

2.4Mbpsを誇るCDMA2000 1x EV-DO

方式だ。11月28日から、auが同社の携帯

電話用に「CDMA 1X WIN」としてこの通

信方式でのデータ通信サービスを提供し

ているが、車載端末でもこの高速通信を

活かす試みが多く見られた。

まずは、日立のブース。ここでは、試作

器ながらPCカードタイプのCDMA2000

1x EV-DO方式対応端末を展示し、これ

によってウェブブラウジングがどれくらい快

適になるかというデモを行っていた。ただ

し、日立の担当者は「必ず2.4 Mbpsのス

ピードが得られるわけではないので、たと

えば映画1本をドライブ時にダウンロード

するというような用途には使えません」と

説明していた。

このような通信状況でいかにクルマに

コンテンツを届けるかについて、日立では

「超流通」という解を同じブース内に用意

していた。簡単に言うと、音楽などのコン

テンツにカギを掛けてそれを解除するキー

のみを通信でダウンロードするというもの

で、インターネットコンテンツでよく使われ

るDRM（デジタル著作権管理）を応用した

ものだ。

今回、たとえばIEEE 802.11gなどの

高速無線LAN環境を使うソリューションは

見られなかった。まだまだ通信できるエリ

アが極めて狭い無線LANではなく、どこ

でもつながる携帯電話がクルマの通信の

ベースとして考えられているようだ。こうな

るとしばらくは日立のような通信の高速化

と低速環境でも流通する大容量コンテン

ツのあり方という2つの方向での試行錯

誤が続くだろうと思われる。

T e l e c o m m u n i c a t i o n  S y s t e m

カーナビは道案内だけではダメ
さまざまな情報を扱える多機能車載端末が続々登場

カーナビに通信機能を付けることが当

たり前となったために、カーナビ自体の性

質も変化している傾向が見て取れた。ウ

ェブを閲覧できるものやマイクロソフトの

オフィスアプリケーションが扱えるものな

ど、少しずつだがカーナビが単なる道案

内マシンから脱皮しつつあるようだ。

C a r  N a v i g a t i o n

日立のブースで展示されていたPCカード型の
CDMA2000 1x EV-DO端末

同じく日立のブースで展示されている「超流通」のデモ。コ
ンテンツ自体はSDカードで提供され、そのコンテンツを聞
くための鍵データがネットワークで提供される仕組みだ。

ウィンドウズCE for AutomotiveをOSに採用したパイオ
ニアの「カディアス」は、PocketWordなどのオフィスアプ
リケーションを動かせる次期バージョンが展示されていた。

メールの受信や交通情報、天気、ニュースなどの最新情
報を取得できる日産の「カーウィングス」。今後は日産だ
けでなく、スズキの軽自動車などにも搭載されていく予定。

アルパインの「Mobile Media Station Platform」。ウィ
ンドウズCE for Automotiveを採用することで、アプリ
ケーションの追加、更新が容易になるほか、ネットワーク
を使ったコミュニケーション機能も備える予定。

内蔵の通信機能（CDMA2000 1x）とGPSを連携させるこ
とで、現在地周辺のレストラン情報を検索できたり、ほか
のクルマの位置がわかったりする機能を備えたパイオニ
アの「AirNavi」。

サンヨーはウィンドウズCE for Automotive対応のカーナビ
を出展。クルマから取り出し、無線LANカードを取り付け
ることによって、無線LANスポットなどでも使えるような端
末を目指して開発中とのことだ。
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さまざまな情報を扱えるがゆえに
大きく変化するクルマのインターフェイス

車載端末が多機能になると、変化して

くるのがハンドルの形状だ。というのも、

端末が高機能化して表示される情報が多

くなると、助手席と運転席の間に情報の

表示部分があると危険だからだ。そのた

め、コンセプトカーについている車載端末

の表示部分のほとんどが、スピードメータ

ーの近くに設置されている。ハンドルは情

報を見るために、飛行機の操縦桿のよう

なものが搭載されていた。

そのほか、操作時の危険を避けるため

に、端末のコントロールも音声を使ったも

のが多く展示されていた。端末にエージ

ェント的なキャラクターをもたせて、運転

手が声で「駐車場を探して」と言うとネット

ワークを使って、情報を検索してくるという

ものだ。クルマと車載端末をどう安全に

操作するかという点も、車載端末自体の

進化に合わせて変化しているようだった。

I n t e r f a c e

車載端末をさらに進化させ
車内と車外の生活をつないでしまう試み

現時点では車載端末の高機能化は地

図情報などをいかに入手するかという方向

性のものが多い。ただし、展示されていた

ものの中には、さらに一歩進んで、クルマ

がネットワークを使っていかに生活を便利

にしていくかというコンセプトを打ち出す

ものも見られた。

まずは、ETCと同じ帯域の電波（5.8

GHz）を使用した「DSRC」（狭域無線通信

技術）対応の車載器だ。このDSRCと決

済機能をもつICカードなどを組み合わせ

ることで、ガソリンスタンドやコンビニ、駐

車場といった場所でクルマから降りずに、

料金を支払えるようになる。

そのほか、松下電器産業はカーナビの

メニューから自宅のエアコンを操作したり

ドアを施錠できたりするシステムを展示。

同社は、家庭内の電灯線や無線を利用し

たネットワークの規格である「エコーネッ

ト」に力を入れているメーカーであり、この

デモで使われていたエアコンなどはエコー

ネット規格に準拠したものだ。担当者に

よれば「車載端末からの通信がエコーネ

ット準拠のプロトコルに対応すればすぐに

でも実現可能なシステム」とのことだ。

今回の東京モーターショー2003では、

車載端末やクルマ自体が進化して、車内で

も普通に生活しているのとなんら変わらな

いサービスや情報を受けられるようにする

コンセプトを提示するメーカーが多かった。

つまり車内と普通の生活空間をシームレス

につなぎ生活をより便利にしてくれる、そん

な未来をネットワーク技術に注目する自動

車業界は目指しているのではないだろうか。

L i f e

ゼネラルモータースのコンセプ
トカー「ハイワイアー」の運転
席は、まるで飛行機のコクピッ
トのように進化している。

インターフェイスが円形のステ
ィックになり、従来のボタンよ
りも直感的に操作できるよう
になっている車載端末も登
場。写真はホンダの純正カー
ナビ。

ケンウッドとゼンリンは、音声で
地図情報、渋滞情報などを検索
できるシステムを展示している。
どちらもキャラクターに女性を起
用。上がケンウッドの「Ellie」、
右がゼンリンの「SA・TSU・KI」。

日産では運転中でも見やすいように、
フロントガラスの下に情報を表示する
コンセプトを展示（上）。また、ハンドル
自体にスイッチを付けることで、運転中
でもカーナビなどの操作が安全にこな
せるコンセプトも展示していた（下）

三菱自動車工業が展示していたDSRC対応
の車載器。すでに丸ビルでの駐車料金自動
支払いシステムの実験に使われている。

松下電器産業の「エコーネット」を使ったシステム。カーナ
ビから家庭内のさまざまな機器を操作できる。
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